取扱説明書 

石油 フアン ヒーター 
ロロロ SAKF-P321N 


C 強制通気お開放式石油ストーブ ） 

このたびはお買い上げいただき、まことにありがとうござ 
いました。ご使用の前にこの取扱説明書と保証書をよくお 
読みのうえ、ご家族全員で安全に正しくお使いください。 
お読みになつた後大切に保存し、必要なときにお役立てく 
ださい。 

裏面保証書の r お買い上げ曰-販売店名」などの記入を必 
ず確かめ、販売店か5お受け取りください。 
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( T 必ずお守りください） 

特に注意していただをたいこと 

お使いになる人や他の人への危害•物的損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、次のように 
説明しています。 

■表示内容を無視して誤った使し巧をしたときに生じるな害や損害の程度を、なの表示で区かし、説明しています。 


A 危巧 


A を意 


この表示の欄は、「死 t または重傷など 
を負ラ危険が切迫して生じることが想定 
される」内容です。 


A この表示の欄は、 r 死 t または重傷など 

/! \ 旨口 を負う可能性が想定される」巧容でず。 


この表示の欄は、「傷害を負ラ可能性または物的損害のみが発生する可能性 
が想定される」巧容でず。 


お守りいただく内容の種類を、次の給表示で区がし、説明しています。 


0(§)®0(S) 


この給表示は、してはいけない 
「禁止」巧容でず。 


〇运爲 


この給表示は、必ず実巧して 
いただく「指示」内容です。 


么危巧 (DANGER) 


■ガソリン厳禁 

• ガソリンなど揮発性の高い油は、絶巧に使用しないでくださし、。 
火災の原因にな0ます。 




告 （ WARNING) 


■換気必要 

♦ 換気だずに使用しつづけないでくだ 
さい。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、 
一酸化炭素などが発生して中番にな 
るおそれがあ0まず。 


■スプレー吿厳禁 

•スプレー吿やカセツトこんろ用ボン 
ベなどを温風のあたるところに放置 
しないでください。熱でスプレー吿 
の圧力が上がり、爆発し、筒黄でず。 


■巧類の乾燥厳禁 

♦ 巧類などの乾燥には使用しないで 
ください。巧類び落下して乂びつ 
さ、火災の原因になりまず。 


1巧访に1〜2间 
(1 〜2分》 
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■温風吹出□をふさびない 

參巧類、紙などで温風吹出口や前面ガ 
—ド、空気取入口をふさがないでくだ 
さい。巧類、紙などでふさぐと、異常 
燃焼や火災の原因になりまず。 



®l 



■寝るとき消义 . 

•寝るときや外出するとさ^は、必ず I 
消火して < ださい。 1 

予想しない事故が発生するおそれ 
がありまず。 


■可燃性ガス使用厳禁 

• フアンヒーターを使用している部屋 
で、可燃性ガスが発生ずるもの(ベン 
ジン、シンナー)や、スプレーを使用 
しないで < ださい。 

乂災や故隋の原因になります。 


〇 


m 


Q 



A を意に AUTION) 


■力ーテン、可燃物近接厳禁 

♦カーテンやを類、ふとんや毛布など燃えや X 
すいちののそばで使用しないでください。 V 
火災の原因になります。タイマー予約すると 
をち可燃物がそばにないか確認してください。^ 


■可燃物から離ず A 

♦ふずまや障テなどの可燃物か！5 巧, 

ち記の距離をと!3ないと乂災の な去 

おそれがあ0まず。 I ノ 


0 :人 
商 I 目 I 


■巧の場所では使わない 


Q 


15む m 
,1〇± 


鱗、皆- 


• 水平でない場戸斤、す巧をな場巧、むがやモ巧い 

♦不銃な物棘せた猶どの了 iSaicst )*? 
♦風の当たる镑所や部屋の出人日 
• 可燃性ガスの発生する場所-たまる場所 
♦人のいない場所（温室、飼育室など） 

♦高地（標高1500 mlU 上） 

♦ 暖炉や巧し入れなど、ファンヒーターが囲われる場所 
♦ マントルピースなどストーブが囲われる場所 
♦ほこり、湿気、金属粉のをい場所 
• 超音波加湿機を使用している部屋 
• 直射日光があたる場所や高温になる場所 
(例：熱のこもる場所、他の熱源の穀響を受ける場所) 
♦理•美容院、クリーニング店、メツキ、塗装、脱脂、 
洗净工場などスプレーや < ヒ学薬品を使用する場所 


A 注意 （ CAUTION) 


■フアンヒーターを使用しているベ 
部屋ではシリコーンを使わない V. 

•本体近くでシリコーン配合の巧毛用コート巧 
•化粧品•つや出し剤などは使用しないでく 
ださい。燃焼部にシリコーン釀化物が巧着し、 

異常燃焼や点义ミス、途中消义の原因になるこ 
とがあ0ます。 

I シリ〕-ン齡の禍には下記のようなものびちりまず。ヘアケア關(ヘア-トリ 
I いント、ム-ス，あま用〕-卜賴、ガラスクリ-ナ-、郎閒、化学ぞうきんなど) 


■異常時使用禁止 ^ 

♦ ずすの発生、におい、がの色など異常を感じた 【NJ 
とさや油漏れがあったとさは使用しないでく 
ださい。異常燃焼のおそれびあります。 ニニう 

運転スイッチを「切」にし、電源フラグを巧 ^ 

を、お買い上げの販売店へご連絡ください。 


0 


■電源プラグは確実に差し込む 

♦ブラグはコンセントに很元まで差し込ん 
でください。また、傷んだプラグ-ゆるんだ 
コンセントは使用しないでください。 

•差し么みび不完全ですと、感電や発熱に 
よる乂災の原因となります。 

参めれた手で電源フラグの抜き塞しはしない 
でください。感電の原因になりまず。 


■油漏れ確認 

• 口金は確実にしめてください。 W 

□金を下にして油漏れがないことを確< 
かめて < ださい。 

口金を斜めにしめたりずると簡単に口 
をびがれて、义災のおそれびありまず。 


〇 





■温風に直接長時間あたらない 

♦ 低温やけどや脱水症状になるおそれ /CN 
があります。 vX | > 

• 遍風を直接吸い么まないでください 。 x 
気分が悪<なる原因になることがありまず。 


■変質な油使用厳禁 

• 持ち越したな油、な油切がの油、水、ゴ5び 
混入したな油などは使用しない。 

• 異常燃焼や故障の原因になるおそれがあります。 


■ほこりの除去 A 

♦臟•温!！空気取人□フィルタ - W 
は、週]回总上必ず掃除してくださ 
し、。ごみ、ほこりなどでフイルターが 一 
つまると、異常縣焼のおそれがあります。 


■電源プラグのお手入れをずる 

•ときどき、フラグを巧きほこり等ををいた 1 

巧でふきとつてください。 / 

• フラグにほこり等びたまると、湿気等で絶 /； 
縁不良となり、义がの原剧こなります。 づ 


■保管時はな油を抜く 

♦保管ずるときや長時間使用しないときは、必ず 
な油を巧いてください。 

傾けたり、横倒しのが態では保管しないでく 
ださい。油漏れや乂災のおそれがありまず。 




0 


〇 


■持ち運ぶときは义を消して A 
給油タンクを巧く 〇 

♦傾けないように静かに運んでください。^ /ji 
特に階段などでは油漏れのおそれがあ 
0まず。 一> 

♦ 引っ越し等の運搬時は必ずな油を抜を、^ 
傾けたり、横倒しの状態で運搬しないで 
ください。 


■電源コード-電源プラグを傷めない 

♦傷んだまま使用ずると、乂災 /CN ^ 

や感電の原因になりまず。 I XJ b ょ ^'^〜イ 
•コ-ドやフラグの修理は、、ゾ 
販売店にご相談ください。 

曲ブる、ねじる、引っ齡など無理な力を加えたり、高遍部におづけ\ 
た D 、 重い物を乗せたりまねたまま巧巧しないでください。まだ電 
源プラグ嫌くときは]-ドを持コて引きあかないでください。 


■温風吹出口に異物を入れベ 、巧 
たり、放置したりしない ツ螺 

•温風吹出□や吹出口内部に紙、布、ブラスチックや、 
マッチ、ガスライターなどを入れたり、放置したり 
しないでください。発乂や破裂の原因になりまず。 


■高温部に手などをふれない rr^ 

•燃焼中ゃ消乂直後は、温風吹出口に 
手などふれたり、内部に手を入れた 
りしないで<ださい。やけどのおそ 
れがあ0ます。 


■給油時消义 „ < 

♦給油は必ず消乂してから巧つ 
て < ださい。乂がのおそれび H 
あります。 原 



取入口つイルタ- 



■分解修理-改造の禁止 ^ 

• 改造して使用しないで < ださい。 

•修理技術者 1 U がの人は絶がに分解、修理 vly 
は巧わないでください。 4^. 

• 故障、破損したら、使用しないでください。 

異常燃焼や义災の原因になることがありまず。 


■居室内給油禁止-給油時义気禁止 

參給油は必ず居室がの乂の気のないところ /CN 
で巧ってください。 vX ； 

火災のおそれがありまず。 _ 


■長時間使用しないとさは g 

電源プラグを巧く ^ 

♦义災やず想しない事故のおそれがあります。雷!^>ン 


■廃棄ずるときは'な油をおく 

•本体を廃棄処分ずるとをは、必ず給油タンク、 

油受皿巧のな油を市販の給油ポンフ等で巧き 
取ってください。 mm 

打油が入ったまま廃棄するとリサイクルの際 
思わめ事故になるおそれがありまず。 




























ご使用前の準備 

使用ずる前の準備と確認 

フアンヒーターを取り出す 

♦各部の包装部材ををて取り除さます。詳しくは、箱上面の「開こんのしかた」をお読みください。 

みのことは、工場での燃焼テストによるもので、異常ではありまだん。 

•油受皿にが量の打油が強っている。•給油フィルターがめれている。 

，•通風吹出口より見える燃焼筒(がをかこんでいる筒)びを色している。. 


n か平を確認する 

f •か平で丈夫な床面に設置してください。 交流 lOOV ^ 户 { 

• 水平でないときは、水平な場所に移動ずる。 ^ 

3 電源プラグをコンセントに是し込む 

• コードホルダーを開さ、電源コードをのばして差し込む。 

電源コードを束ねたままにしないでください。 

•給油タンクは本体に取付けてください。給油タンクが本体に取付けられていないと、 「 U 12」 と 
表示し、運乾ランプが点滅しまず。 

•運転スイッチを「切」にしたが態でち約 1 W 消費していまず。 


交流10 0 V 


喝 


お制团3 

•電源プラグをコンセントに差し込むと、デジタル表示に ru 10 J と表示し、運範ランプが点滅ずることが 
ありますが、運乾スイッチが「入」になっていたためで異常ではありません。運転スイッチを押して、「切」 

にしてください。デジタル表示が EZZ 3 になり、運転ランプが消巧しまず。 _ 

• お部屋の保温をしましょう 

力ーテンを二重にして巧までにずれば、お部屋の熱を逃びさず、暖かさが保てまず。 心一が 

• 効果的に使用しましょラ ーン 

温風の流れを巧げないでください。 

ご使用前の準備 - 

ffi 用燃料について 

燃料は必ず灯油 ( J 旧1号な油)を使用してください。 

ガソリン、混合油膺機具用)など揮発性の高い油は絶巧に使用しないでください。义がの原因になりまず。 


な油とガソリンの見分けかた 


指先につけ息を吹をかける。 

(乂の気のない所で巧ってください I 


を質なミ由-不純な油は使わない 


口油は 
めれたまま 


ガソリンは 
ずぐ教く 
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変質した持ち越し打油 
使用厳禁 


区別がつきにくいときは、お買い上げの燃料店に 
お問い合わせ<ださい。 


•異常燃焼やが障の原因になることがありまず。 

♦点乂しに<くなったり、白煙が出まず。 

♦消乂時のにおいが強くなったり、点乂してちすぐ消えたり、 
暖ま5ないよラになります。 

♦燃焼び悪くなり、におし、がしたりして、安全装置が作動します。 


変質灯畑 ( 特に乳白色のポリ容器や容器のふたをあけて長期、 

• 古い巧油（昨シーズンより持ち越した口油） 間保管したものは変質しまず。 ) 

•日光の当たる場所、高溫の場所で長期間保管した打油。 ' _ 'っ 

不純な油 1極鼠こを質したものは黃色巧がかったり、 酸っぱい臭いがします 。I 

• 'よで邮 m の油にんぷ!5油や機械油、重油、ガソリン、シンナ ー) などがほんのわずかでも混入した：打油。 

•水やごみ、ドラム宙のさびなどが、混入した巧油。 

•な油か抜剤や助燃剤を添加した好油。 

万一変質打油や不純な油を使用したときの処置 

不長な油を除き、給油タンク、油受皿の内部をきれいな'な油で洗い、クリーニング（から焼き）をしてか5ご使用く 
ださい。 （12 ページ「クリーニング访、6焼き)」 ） それでも効果のないときは、お買い上げの販売店にご相談くださし、。 
(分解-点検が必要です)な油の廃棄処分は、打油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


変質む油、不純な油び原因でヴービスを依頼されたときは、保証期間中でも保証の巧象がとなりまず。 


お使いになる前に 


已 













ご使用前の準備 

巧用燃料について 

燃料は必ず灯油り旧1号灯油)を使用してくださし、。 
义気、雨水、ごみ、高温及び直射日光を避けた場所に必ず保管ずる 

• 巧油は翌シーズンに持ち越さない。シーズン終了前に使いきってください。 /—\ し J 

•な油は直射日光を避け、青やホなどの着色されたポリ容器（打油用）で保管してください。/ \ 

ポリ容器のふたは確実にしめてください。 1、；3> I / 

•ポリ容器に雨水がかからないよ5に、ポリ容器の巧油に水び混入し、燃焼不良の原因に じ)」 Q 

なります。 良い保菅悪い保管 


ご使用前の準備 

給油のしかた 


必ず消火してか S 巧ってください。 


A 給油タンクを取り出し、 

I 逆さにし、□ををはずす 

こ 「 NEW カチッとキャップ」（口金)のはずしかた \ノ 

参口金を左にまわす。 M ベ 、 f 

♦給油タンクを取り出すときは 、 y ^ \ 
こぼれた油はふき取る。 

• □金に砂やごみがついたり、 

入ったりしないように注意する 。 T ^ 

(回乾が重くなります） 

•給油口 •□金のさび、変形、 

回転不良および破損がないか 
確認ずる。 

(0^1 1ページ「給油タンクの点検」） 

2給油ずる 

♦給油タンクを下図のようにして、油量計を見な 
がら、上限をこえないように給油する。 


給油口 



Qimit) 


\ r カチツカチツ J と 
► 音びずるまで□ををしめる 

「 NEW カチツとキャツス（口金)のしめかた ） 

赤色の線が見えなくなるまで 
口金をちに回し、「カチツ•カチツ」と 
音がずるまで確実にしめてください。 +告ム • 
□金を下にして 
油漏れがないか確かめる。 


4 給油タンクを本はに静か 
にをどす 

•給油タンクとってを前後ち向に合わせ、 
本体にセットする。 

左ち方向はミ夫まっていまず。 

♦好油が油受皿に入るまで約1分待って 
点乂ずる。 


織 ! 


給油タンクとって \給油タンク 

燃焼中に給油タンクを取り出ずと、給油時消乂装置が作動し 「 LM 2」 を表示し消乂しまず。 


お知！3せ 


給油口周辺びをか黄色くなることがありまずが、異常ではありません。 

□金が確実に締つていないと、□金からな油が漏れて火災のおそれがありまず, 


お願い ( NCmCE ) 


給油□が変型しますと油漏れの原因となりますので、ぶつけたりしないでください。 

給油タンクを落とすと、油が漏れたり、ケガをずることがありまずのでごミ主意ください。 


ご使用前の準備 

給油のしかた 


必ず消乂してから巧ってくださし、。 


給油タンクの油びかなくなると 


国と國表示び点な。ブザーび5秒間鳴り、デジタル表示部に油切れ消乂 
までの運乾時間のめやすを表示しまず。 

•己0と表示。残り燃焼時間は約50分の意なでず。 

• 燃焼は中〜弱で燃焼します。運転時間のめやすは中で燃焼が続いた場合を表 
示し、表示時間切上の運転が可能です。（お部屋が暖まっている場含など 
使用環境によっては、表示時間より大幅に燃焼時間が長くなります） 

表示は 「40 I 、I 301のよラに10分きざみで切り替わっていきます。 

I 20 ] のとさはブザーが5砂間鳴ります。 


踊 


つ I10 I に変ね 
づそのをブザ—; 
W ことをお知ら 
点滅、それ); 

4 な油がな < な 

が消灯。圆 m 


「10 I に変わってから油切れ消火までは I 10 j の表示を続けます。 
そのをブザーが己抄間鳴り、表示が点滅し、油切れ消乂が近い 
ことをお知6せします。ブザーが5秒間鳴っている間は [»] 表示は 
点滅、それ); i がは点灯します。 


点巧を、扁巧 


麵 

点巧 ！ HD 


な油がなくなると自動消乂しまず。ブザーが10砂間鳴り、!谱ミ巧表示 
が消灯。® I 表示が点滅。 「 U 13」を表示し点滅します。 


使いかた 

点义のしかた 



安全のため運転開始後 3 時間で自動消乂します。 


(卓、乂する 1 


BSS8/n I «1' 夕巧-抓 


画議 




運転^を押して運転ランプを点灯させる 

_ ♦運転ランプが点な 

■ 運転 スイッチは、 安全のために他の スイッチと 違ったもの 

^ を使用していますので、少し強めに押してください。_ 

約2分後、自動点火し、送風が始まります。 


運転継続•延長点乂•消乂 



残り燃焼時間表示について 


燃焼確認窓から炎の状態を確認ずる 

正常燃焼（青色のお） 

•次のような場合は異常ではありません。 

づ黄色の炎が時々まじる。 

づ弱燃焼時に網の部分がホく見える。 

異常燃焼（黄火燃焼） 

•次のような場合は異常でず。 

づ大をな黄火が出る（すす発生の原因になりまず） 

=>音やにおいがずる。 

•運較を止めて、お買い上げの販売店へ連絡してください。 

脚は Ea 

♦点乂時、「パチパチ」と音がしたり、数回「カチッ」と音がして、お部屋の照明が一瞬変化することがありまずが、 
異常ではありません。 

•運転スイッチを「切」にした状態でち、約 1 W の電力を消費していまず。 


♦超音波加湿器を使用している部屋ではフアンヒーターを使わないでください。ホ掲色の炎になったり、 
水費によってはフアンヒーターが故障ずる原因になります。 
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使いかた 

室温調節のしかた 12でから3ぴ C の範囲で室温調節できます。 



献リ laa 

• 電源フラグをコンセントから抜し化り、停雷したとをでも設定溫度は記憶されてしほす。再度セツトする必要はありません。 
♦室温の表示は、室内平均温度のめやすでず。設置条件等により必ずしも寒暖計の温度とは一致しません。 
♦室温が0で1；|下でも「0た」が表示されます。 

表示が点巧しているとを、燃獅ま「中」む下になりまず。 

•暖かい日、室温が設定温度より上昇ずることがありまず。（暖房負荷びルさいために、謂燃焼でも暖めす 
ざになりまず）このようなとをは eco ボタンを押してください。 

使いかた 

消义のしかた 




•運転ランプが消灯。 

•燃焼が停止し、一旦送風が止ま D 、 

再度送風して約 3. 己分後運転が停止します。 


消乂直をに電源プラグをコンセントから巧かないでください。 
IS 2 回にがいが出まず。 


継続方 
延長する 


部屋の換気をしてから 


® を押す 


安全のため運乾開始後3時間で自動消火します。 

(消し忘れ消火装置により、万一の事故を防ぐため） 

•運転ランプが消灯しまず。 » T ) 

• 3 時間延長ランプが点灯しまず。 

•運転中はいつでも巧したときから 3 時間運転を継続できまず。 

• 2 時間 45 分経過したとき 3 時間延長ランブ (ピピッピピ、、/ 

び点滅し「ピピッピピッ」と音が10秒間 • >~い〇删: 

なります。 ク持 FbI ^ 。ロネノ間‘ 

-Y- 

この時に#を巧ずと、 

消乂せずに運輯を継続でさます。 


(10 秒間) 


自動消乂したとを^を押す 
3 時間延長ランプが消な。 

巧したときか 53 時間運乾しまず。 


〇 


^を}甲ず (運転中は押さなくてよし、) 
、切/入•運黯ランプが点口。 



チャイルドロックのしかた 


お子をまのいたず5操作を防ぐことがでをます。 

運転中でを g 転していないとをでも、チャイルドロックでをまず。 



をピッという音が鳴るまで 
約 3 砂間押す 


♦デジタル表示部に—《と表示します。 


テトイルド□ツク 中 JUT グ | tdj ] 了ジ ー 

(3 巧巧し） 0 

取り消ずときは再度#をピーといラ音が鳴る •デジタル表示部の—《という表示が消えます。 

まで約 3 秒間巧ず _ 

II 額旧 A デジタル表示部に••♦を表示しているときはずべての操作がでさません。 

…ん〜中 •ただし、運転中は運乾スイッチを「切」にできます。 

•チャイルド□ックを取り消さないと、運転スイッチは入りません。 


使いかた 

eco 運拓のしかた 


暖めすぎを防止して、節約暖房したいときにご使用ください, 


* 綱は a 


• eco 運乾中は室温が設定温度より低めに（最大 2 で）表示ずることがあります。 

• タイマー予約にずると eco ランプは消'巧しまずが、 eco 運転は取り消されません。 

• 電源プラグをコンセントから抜いたり、停電したとさは eco 運転の設定は取り消されます。 
•設定温度より3で上がると消乂し、設定温度より 1 で下がると点火します。 eco ボタンを巧すと、 
時間に関係なく上記条件になると eco 運転になります。 


使いかた 

時計のをわせかた 


運爲中でも運転していなし化きでも時刻設定できまず。 


Ifissa/K か M /好1 *1；^ ィマ-姑 

图 \ W 8 

搬だ口 

— _ L J 一 


デジタル表示部•初めて使用ずるときや、 
f 。 万; ^ 八 1 7] 電源プラグをコンセント 
ふ/てが Tv て如-から抜き、岳度差し込ん 
ここだとを点滅しまず。 


(c nn \ 最初午前己時00分になり、 
I 「時 J r 分」が点'滅します。 




〈拐在の時刻が 
午後3時30分の場合〉 


C 紙 iBifea 

• 電源プラグを抜くと、再度時計の時刻含わせをやりなおず必要びありまず。 
•夜中の12時の場合、表示は [ ム kUuJ で9。 


( / r n n 1•デジタル表示の「時 J 「分」 

I f Dh J uJ が点巧に変わり、時計が 

動をまず。 


1 ^co) を3巧 PS} 甲ず 

I ^ ♦デジタル表示の設定時刻び点滅。 

(3^° レ）•運転スイッチが「入」のときは「ビッ」と音び 

鳴りますが、 3 秒間巧し続けると、時刻合わせできます。 

0© または©を巧し、 

C •時刻を合わせる。 

•時計を進めるときは©を巧し、もどすとをは©を巧ず。 
• 1回巧ずごとに1分単位で変わりまず。 

•巧し続けると、10分単位で変わります。 

3 を巧ず 

時巧さだ 

(が巧し） 


始ッい 
開セさ 
を度だ 
転 I く 
運、て 
〇ちし 

でて巧 
e しを 
、にン 

山 J 夕 
调切ボ 
点 r 度 

诚を再 

プチは 

ンッ時 

ライず 

でス消 

犯転^ 

e 運取 

• •参 


© 








使いかた 

タイ 7 —運乾のしかた 


あらかじめあ部屋を暖めてちきたいときにご使用ください， 


々イマ-^ 
そが時刻の 
后わせかた/ 


(臀願細認ずる 


#現在の時刻を合わせていないときはタイマー予約 
でをません。 


2 顏)を巧す麵娜さなくてょし、 } ミ|!1深養甲 

タイマー予約でをミ 

ち tn —* •タイマーランプ点 ！) C 

マ-) な押9 •デジタル表示の「民 

4 0または@を巧し、時巧を設定ずる 

m なた： tffl ホち 


運転スイッチが「入」になっていないと 
タイマー予約でをません。 


® タイつ一う V プと ') fT 

•デジタル表示の「時」「分」が点滅。 


1 ■ I 、 * 


一 ) または 


を巧し、 


お目覚めの時には暖かくなるよラに、 
予約した時刻より早く (5 〜15分前) 
運転を開始します。 

室遍が1目で未満のときはその曰の 
お部屋の湿度によって点火ずる時刻 
が変わりまず。 

室温が16でじ1上のときは設定した 
時刻に運転を開始しまず。 


時巧を設定ずる 

• © を巧ずごとに進み、©を巧すともどりまず。 

• 1回巧ずごとに10分ずつ変わります。 

• 押し続けると表示が連続して変わりまず。 

♦約己秒鞍重転ランプが消灯し、燃焼中の場合は自動消乂しまず。 
•「時」「分」が点滅している間に合わせてください。 

(例）午前6時30分に予約したいとさデジタル表示の表示を 
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に合わせる 


巧已秒を自動的に 

タイマー予おになり消火しまず。 


• タイマー予約時刻の設定だけしたい場合は、再度0を押して 
タイマー予約を取り消してください。 


•停電したとをや電源プラグを抜いたときは（再通電後運転ランプ点減）デジタル表示に 「 U 1日」が表をされます。 

運転スイッチを「切」にし、手順「1」か S やりなおしてください。 

♦地震や強い衝撃があつたとを、給油タンクを巧いたとを（運転ランプ点減）デジタル表示に 「 U 12」が表示され 
ます。運転スイッチを入れなおし、タイマーボタンを巧してください。 


每イマ-チ約^ 安全のため約1時間で 
V のしかたノ自動消义しまず。 


タイマー、タイマー運ま5中 
運お中は；予約時刻になると自動的に点义 


、巧を—、 

患た j を巧ず（運転中は押さなくてよし、) 


^ を押す 


約5秒後「ピピッ」と音が鳴0、 


運転ランプが消灯します。 

燃焼中の場合は、自動消乂します。 

•々イ っ 一 う、ノ づ卢巧 
• タイマー予約時刻を表示。 (1 日秒間） 

• 約10秒後に時計表示になります。 


消义ずる1日分前 


約1時間燃焼し、自動消义 

• 室遍が低いほどあったかタイマー機能によって 
予約時刻よりも早く運転を開始しまず。 

•ピーピーと10秒間鳴0、タイマーランプ点滅。 
• 運転ランプが消好。 

• タイマーランプは点滅のまま。 

自動消义さはずに続けて 
暖房したいとをは 


燃が中にを巧ず 


タイマーボタンを押して、タイマー運転を取り 
消してください。 

タイマーランプが消'なします。 


給油フイルターの交換 

^巧油び巧り^ •巧れたり、口油が通りにくく 
作く くなつがなつた場合は交換してください。 

1 給油タンク受2で給油うンク受 


をい給油フィルター 


巧しい鈴ぶフイルター 


本体-温風吹出□の掃除 

い 力巧に、 •ほこりは掃除機で吸い取る。 

1^,、， . 参油やミちれは、家庭用台所洗剤（中性)を薄めた 
V ' 巨!レ I 上ノ ものを付けた布でふき、かわいたやわ&かい巧 
\ノ でふを取る。 

•遍風吹出□は、ほこりや白し\5^^)がつを変色する 
ことがありまずので、家庭用台所洗剤ゆ性)を薄 
めたものを付けた巧でふをかわいたやわらかい 
__ 巧でふご取る。 

が ® ホがをベンジン-シンナ-などでふかないでくださし、。 


1シースジ 
に 

召〜3回ノ 


給油タンク受 
の掃除 

•归油にかやごみが混入 
ずることがありまずの 
で、ち記に従って掃除 
をして < ださい。 


1 飄縱 S 2 


油受皿 



給油タンク受 


給油タンク受 G 給油タンクま 
のごみやかを〇をもとどお D 
取る にセットずる 

•給油タンク受を逆 
さにし、新聞紙など 
の上に置いて取る。 


週1回 
ツ上 


\燃巧-湿風空気取入ロフイルターの掃除 巧三^ 

^ ♦ほこりは掃瞧で卽取る。 ^ \ \l@1i 

) •取れにくいほこりは歯ブラシなどで落しながら、掃除機で吸い取る。 夕 

CSD :::: 

•灯油や巧細でめれたほこりは、絶がに掃除機で吸わせないでください。 每 W ’ '葛®を ^® L 

室温センサーを曲げないようにま意してください。 

•運転中は掃除機で燃焼 • 温風空気取入ロフィルターの掃除をしないでください。異常燃焼を起こします。 


燃焼.遍風空気取入口 
フイルター 


クイマ^ 

予約の® 0 
Vj 貨しかた/ 


(5^ を再度巧ず 


タイマーランプ消•な。 

運転ランプ点好。約2分後自動点乂しまず。 


•脚 Bia 

•毎日同じ時刻にお部屋を暖めておきたいとき運転スイッチを「入 J にし、タイマーボタンを巧ずだけで予約できまず。 
• タイマー予約後にタイマー予約時刻を変更したいとさは運括スイッチを入れなおし、10ページの手順「2」 

か5やりなおしてください。 

• タイマー予約時刻について 

電源ブラグを巧いたり、停電した場合は現在の時刻を設定しなおしてください。 

タイマーず約時刻は一度セットすれば記憶されまずので、予約しなおず必要はありません。 


曰常の点巧とお手入れのしかた 


点お-お手入れずるときは、必ず運転を停止させ、本体がちえてか5電源フラグを抜を、点巧*お手入れを行ってください。 


周囲の可燃物の確認 
♦本体の周囲に、燃えやすいちの 
びないか常に確認してください。 


[口が 

^3 



油漏れ • 油のかたまり-油のにじみ 給油タンクの点横 

•油焉れのある場合は、電源フラグをコンセン•鈴6口 • □金にさび、をあ、回転不良および破損 
卜か6抜き、給油タンクを取り出してか6、 があるときは、巧しいお巧タンク-□金と取り 

お買い上げの販売店にご相談ください。 替える。お買い上げの販売店にご相談ください。 



•"ノ、.^ 

皆が‘ 













クリーニングのしかた 


ミニング（から焼き） _ 

X 巧油を気化させる部品にたまった夕ールを、から焼きずることにより取り除きまず。 ^ 

广 I ソー 乂ン、巧のよラなときはクリーニングをしてください。（クリーニングは約2時間かかりまず） 

に ♦デジタル表示に 「 U 17」 を表示したとき 

\1回1^/上ノ •点乂しない、炎がルさい、黄火燃焼になる、においび強い 

♦シ—ズンの終わ りでおしまいになるとを(またはシ—ズンの始め） 

油受皿のな油を完全に巧き取らないと 圓_ _ _ ム _ • 

巧®®空焼きにならずクリ- ニ ングできません。のの〜④占鞭ねった日、启へ進んでくたさし、。 

①フアンヒーターを室州〔出す —。 

♦クリ-こン刈はにおいや煙び出まず。 t — l 幽 

® 給油タンクと給ミ I をンク受を取り出ず ① 電源プラグをコンセントに差し込む 

上ぶた/ X の涯おつ>("、りず« rtTii 



圈教胃® 

③油到 ID 及び給油タンクの讯由を給油ポンプで抜き、 
巧ををれないときは、な油を付属のスボイトで巧く 

♦油受皿の打ミ由をおかないとクリーニングび 
受けつけできません。 

£ を油ポンプ ^ボイト ( 付属品 ) 

市販品） 

適当な容器 
(約… 

@給油タンク受、給油タンクを元通りに 
セツトずる 

♦上ぶたを閉める。 


クリーニングび終わった6 
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① 電源プラグをコンセントに差し込む 

② 運乾スイッチが「切」になっているか確認ずる 

•デジタル表示に ruioj 表示しているときは、 

運転スイッチを「切」にして<ださい。 

•運転スイッチが「切」でないと、次の操作がでをません。 

③ クリーニングボタンを約3砂間ピッと音がず 
るまで巧しつづける 

•デジタル表示にに!]が表示されまず。 

® 運転スイッチを「入」にする 

•運転ランプが点なして、デジタル表示の表示が 
に到になり、クリーニングを開始しまず。 

⑥ (1 巧表示が点滅ずるまで放置ずる 
(約2時間かかりまず） 

•デジタル表示が画一四一圆…と変わり、 

に图表示が点滅すると、クリーニングは終了でず。 

⑥運転スイッチを「切」にずる 


〔引き続き使用されるとき（シーズン中） 

①給油タンクに新しい巧油を給油して本体にセットし、約1分後に運乾スイッチを「入」にずる。 
おしまいになるとき（シーズン終わり） 

①電源プラグをコンセントか6巧く 

③1^1後は、「保管のしかた」にしたがって保管ずる （0^1 3ぺージ手順「己」跨） 

•誤って不良灯油を使用したために、クリーニングするとき1回で完全に回復しない境合は、2〜3回巧ってくださし、。 
•クリーニングを途中で止めると効果がありません。を-表示になるまで巧ってください。 

tf 制打£» 

•クリーニング中に移動したりずると表示が点滅が態になり、運転を停止しまず。 

運転スイッチを「切」にし、再度手順感か5やり直してください。 

♦クリーニング中は電磁ポンプの空巧ち音（ポコポコ）がし、送風になりまずが、異常ではありません。 
•クリーニング中「カチッ」「カチッ」と音がして、照明が一瞬変化することがありまずが、異常ではありません。 


阿 

它備くだを I 


部品交換について に:ぶ® 

交換部品は石油フアンヒーターをお買い上げの販売店でお巧めください。化ず、純正部品をお使いください。不 
亮をな修理はをおです。お買し化; f の販売店または財団ま人日本石油賺お器保ず協会で行う技術管理講習会 

修了者(石油樣器技術管理±)などのいる販売店などで修理をお受けください。 ( -1給油フイルター— 

消耗 • 劣化しやすい商品 別売品給油ロロ金 

• 使用期間により交換び必要な郎品 I I 給油タンク（口金付 ) j 

電極ユニット、ホエンバン U 、 燃焼筒、給油フィルター、電磁ポンプフィルター、アースリング 
•を質な油、不純口油の使用によりお化しやずい部品 
給袖フィルター、電磁ポンプ、気化器、温風吹出口、電磁ボンプフィルター、ソレノイド 
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保管のしかた 


打油の廃棄巧油の廃棄処分は、巧油をお買いホめになった販売店にご相談ください。 
本体の廃棄本体の廃棄処分は、給油タンク、'油受皿の灯油を巧いてください。 


給油タンクを取り出し、丹油を抜き取る 
•水、ごみを残さない。（さび、穴あさの原因に) 

給油タンク受の掃除をする 

•1 1ぺージの手順「1」と「2」を行う。 

消乂ずるまで燃やしをり、油受皿内の灯油 
を付属のスポイトで抜き取る。 

•水、ごみを残さない。（さび、巧あきの原因に） 
♦急ぐ場をは市販の給油ポンプで油を巧く。 


4 クリーニング（か6焼き）ずる （(^12 ページ） 
参バーナーの寿命を延ばし、長くご使用いただくためです。 

5 本体、燃焼•温風空気取入ロフィルター、 

温風吹出口を掃除ずる。 （0^ 11ぺージ） 

6 電源コードを束ね、付属のスポイトととちに 

コードホルダー差し込み穴に差し込むぺージ） 

7 乾燥した場所に保管ずる 

♦傾けたり、横倒しにしない。 


»障かな？ 


修理-サービスを依頼されるまえに次の表に従ってもう一度お確かめください。 


♦じ(上の項目にしたがって、処置しても異常がなお6ない場合は、お買い上げの販売店までご連絡ください。 


現 象 


原 因（を全装置) 


処置ち法 


•運転ランプが点好 
しなし、。 

参点火しない 


においがする。 


嘲ゆて制ずるときや、シ-スンは 
じめに使用ずるとき煙やにおいが出る。 
>点乂時、消火時に 
「カチャ」と音がする。 

► r パチパチ」、「ボッ」 
音がずる。 

>「ピチピチ」音がする。 

>タンク占、6「ボコン」と音がずる。 


•3 時間延長ランプが点：) a していませ 
んか？（消し忘れ消义装置が作動） 

•電源プラグが抜けていませんか？ 

•給油タンクが入っていない 

♦チャイルドがックしていませんか ?_ 

•油がこぼれたままになっていませんか？ 
♦変質灯油や不鈍灯油を使用していませんか？ 
♦給油タンク受、油受皿にかがたまっていま 
せんか？ 

♦遲転中や消乂直後に電源プラグをコンセント 
から巧をませんでしたか？ 

♦耐熱塗料やほこりが焼けるためです。 

•ノズルを開閉ずる弁の音でず。 

•点乂放電や点乂時の着义の音でず。 

•点火時、消义時に金属が伸び縮みする音でず。 
•タンクの膨張による音でず。 


運乾スイッチを入れなおず。 

または3時間延長ボタンを巧ず。 

歪源プラグをコンセントに差し込む。 

給油タンクを本体に入れる。_ 

チャイルド□ックを取り消ず。 

乾いた巧で完全にふを取る。 

新しい灯油と入れかえる。 

給油タンク受、油受皿の水を 
抜く。 （0^ 11ぺージ） 

運転中に要源プラグをコンセント 
から抜かない。 


異常ではお0ません。 


•消火ずる。 

♦ランフび正しく働かない。 

•点义しても觀備く鹏が!!がな U 
♦炎娜態が悪く、黄 M 烧やにお 
いび出る。 

•燃巧部の一部が赤くなる。 
• 「コトコト」音がずる。 

• 「ボコボコ」音がずる。 

• 「ピチピチ」音びずる。 

♦ 「シュ ー 」音がする。 

•室内温度表示び異常で 
ある。 


♦電源に異常な雜音が入った。 。をコンセントから抜を 

♦タールが付着していまず。 クリー ニングずる（な^12ぺージ） 

参燃焼*湿風を気入□フイルターがほこりでつまっている。が巧*通風 空気取入□フイルターを掃おずる。 

♦換気不足のためでず。 換気ずる。 _ 

♦炎に熱せられるためでず。 

•電磁ポンプが 動いて いる音です。 _ 

•燃焼中や消乂後に油受虹に好油が流れる音です。 異常ではありません。 

•燃焼屋がを化した時に金属び伸び痛みず る音でず。 

夕気化した灯油び吹き出す音です。 _ 

♦油切れになっていませんか？ 給油する。ページ） 

♦室遍センサーが直射日光にあたっていませんか？直射日光のあた日ない場所に移動ずる。 
•本体に逆風があたっていませんか？ 本体にを面があたらないようにする。 


異常ではありません。 


給油する。ページ） 
直射日光のあた日ない場所に移動ずる。 
本体にを面があたらないようにする。 


♦タイマー予約したのに運おしない。•タイマーチ約中に停否や触•強し、巧ミがありませんでしたか？ I 運転スイツチを入れなおす。 


お手入れ•保管•その他 
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定期点巧について 


おずすめ 
心にシースンも 

L 1@) J 


長期間ご使用になりまずと機器の点検が必墅になりまず。 

2シーズンに1回程度、シースン終了後などに、お買い上げの販売店または修理資格者【財団法人日本石ミ由燃焼機 
器保守協会 （TEL 03-34 目 9-2928) で巧う巧術管理講習会修了者（石油機器技術管理±)など】のいる販売店 
などにご相談され、点検巧頼されることをおずずめしまず。 


異常のお知5せと処置のしかた 


デジタル表示に目己該断表示が出たら… 

巧を装置が作動ずると、運転ランプが点滅し、自動ミ肖义しまず。 

また、デジタル表示に®障•異常の原因泊己診巧表示記号)がアルファべットと数字で点滅表示します。 


デジか馈ち追孤腮而 

原因（まを装置） 

処置ち法 

U 0 H 

•燃焼*温風空気取入□フィルターがつまって 
いませんか？（過熱防止装置が作動） 

燃焼‘温風空気取入ロフィルター 
を掃除する。 

•温風吹出□がふさがっていませんか？ 

(過熱防止装置が作動） 

障害物を取りのぞく。 

し 1 の 

•停電があった。（停電ち全装置が作動） 

•電源プラグをコンセントに差し込むとき、運転スイッチ 
が「入」になっていませんでしたか？ 

運乾スイッチを入れなおす。 

し 1 !? 

•強い地震{震度已觸6)似上い衝擊を黄けていませんか？ 
(巧震自動消乂装置が作動） 

地雇によって作動した場合は、周囲の巧疏物、 

お器の損傷、油のあふれなど異笛がないか確認 
し、運転スイッチを入れなおず。 


•給油タンクを本体から取りがしている。 

餘由タンクを本佈こ取りつける。 

U 13 

•国表示点滅 

•口油がなくなっていませんか？ 

給油する。 （ as ^6 ページ） 

•給袖タンク受けに水やごみがたまって 
いませんか？ 

給油タンク受のお手入れをする。 

(原11ベージ） 

U n 

•変質な油や不純口油を使用していませんか？ 

クリーニングする。 （0^ 12ぺージ） 
新しい巧油と入れかえる。 （0^ 日，6ページ） 

•タールが巧着しています。 

クリーニングする。 （0^1 2ベージ） 

し•旧 

♦き内のあ気が不足してし巧せんか？巧亮全麵防止装置び作動) 

必ず1時間に1〜2回は換気する。 

•20 砂髓でち fil 目せしまず。 
画ランプ就 

♦燃焼部にシリコーン酸化物や夕ールが付着しています。 

本体内部の点巧がが要です。お貢い 
上げの販売店へご連絡ください。 

H 31 

H ' 巧 

•油受皿に水がたまっていませんか？ 

油受皿の水を抜を取る。 

♦点火ミスまたは、燃焼に異常が発生していません 
でしたか？(点义巧全装置が作動） 

本が内部の馬おが必要です。お質い 
上げの販売店へご連結ください。 


•燃焼-温風空気取入□フィルターがつまっていま 
せんか？(不完全燃焼防止装置が作動） 

燃焼-温風空気取入□フィルターを 
掃除ずる {[^11 ページ） 

H 化 

♦燃焼部にシリコーン酸化物が付着しています。 

揮発性シリコーン配合の枝毛用コート液-化粧品 
-つや出し剤などを使用していませんか？ 

•電磁ポンプにごみがつまっている。 

本体内部の点巧がお要でず。 
お買い上げの販売店へご連綻ください。 

H 83 

♦燃焼部にタールが付着しています。 

本体內部の点検が必要です。お買い 
上げの販売店へご連絡ください。 

その他、上記ながの表示 
及はをく表示しなし、場さ 

♦電源プラグを巧いて、再び差し込み、運転スイッチを入れなおす。 

関 点滅 

♦す完全燃焼防止装置び連続して4〜6回作動した 

運乾スイッチを入れなおす。 

点な 

• 不完全燃焼防止装置が連続して7回作動した。 

本体内部の点巧び化要でず。お頁い上げの 
販売店へご座格ください。 


励!)®居を I ；ても、練りをし歸するときや運転しないときは、赫巧容を臟して歸スイッチを閒」にし，顯フラグを〕ンセントか郎いて、お買い上げの臨!へこ•觀くださ U 1 
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保証とアフターヴービス 


保話書について 

裏表紙の保証書は販売店でお渡ししまずか5、所定事項の記入および記載内容をご確認のうえ保管してください。 

I 保証期間はお買い上げの日より 1 年間でず。 I 

•保証書の記載内容によりお買い上げの販売店び修理いたします。その他の詳細は保部書をご K ください。 
♦保証期間び過ぎてからの修理については、お買い上げの販売店、または当社にご相談<ださい。 

お客さまの希望により有料修理いたします 

この取扱説明*と本体に表示されている禁止巧ち- を 意ま巧および通常巧風 こ 反して巧用された巧合のな居-まなは補ないたしまだん I 

補修部品の保有期間について 

I 石油ファンヒーターの補修用性能部品の保有期間は製造打切り歡巨年でず。 ] 

• 性能部品とは、製品の機能を維持するたゆに必要な部品です。 

お居される場合 

♦旣居のときなど車で運搬する場含は、給油タンクを抜き、油受皿の灯油を抜き、横倒しや斜めにしないで運搬 
してください。振動や傾いたときに巧油びをれまず。また故障の原因にちなります。 


ンヒーターの 点検を 


離揣:織 。画巧品の圏は 


故障や車故巧化のため、スイッチを 
切り、コンセントれ5霜源ブラクを 
抜いて販売おに点横-修理をご相談 
ください。 




質 量 


置 


最ル 


最小 


最 大 














口 

□口 


スポイ 


付 


約 8.4 k 民 


島さ41己 mmx 幅3已 8 mmx 奥巧29目 mm (置台を含む) 


対震自動消乂装置-不完全燃焼防止装置-点乂安全装置 
停電安全装置-過熱防止装置-消し忘れ消火装置-給油時消乂装置 


24 dB 



強 


37 dB 


最大 


騒音（正面※ 


最大消費電力（点乂時） 61 QW /610 W 

燃焼時消費電力 21 W /21 W 

待機時消費電力 1. CIW /1.0 W 


定格消養電力 


電源電圧及び周波数 


AC 100 V 50/60 Hz 


室（願の K ) やす) 


約1己•日〜20.0が （9 〜12畳) 


弱 


已0.6時間 


強 


1 2.8 時間 


燃焼継続時間 


4.0 L 


油タンク容量 


「弱」 日.81 kW (0.079 L / h ) 


「強」 3.22 kW (0.313 L / h ) 




















《騒音の数値は JIS 測定法 S 3031に基づく測定値でず。 
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